












要約 

新生児のリンパ球機能の発達段階を明らかにし,原発性免疫不全症のスクリーニングの検

査のための基礎資料をえる目的で研究を行った。 

1.B 細胞からの免疫グロブリン産生機能は一般にきわめて低下していた。 

2.免疫グロブリン産生にかかわる T細胞の B細胞補助機能は低下しているものが多く・そ

の原因としてサプレッサーT細胞の増強が関与しているものと考えられた。 

3.T 細胞の多くは成人リンパ球からの免疫グロブリン産生を抑制しサプレッサーの増強が

あると考えられたが,その作用はサプレッサー自身によるものとサプレッサーの誘導作用

によるものがあると考えられた。またそれらの作用は T細胞の産生する液性因子によると

予想された。 

4.同種細胞に対するキラーT 細胞は十分に発達していてその活性が感作により発生しうる

状況にあると考えられた。 

5.NK 細胞活性は標的細胞の種類により未発達のものとかなり発達しているものとがある

と考えられた。 


